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R . チオーリナ…，R リヅリ

『炭 坑 夫 組 合

-~ ~ づ-ヤーテイストの時代に

おけるある労働組合』
. ■• V. ；：' ぐ ~ '

Raymond Challinor and Brian Ripley, The 
Miners* Association, A Trade Union in the Age 
of thq Chartists, 1968, London.

( 1 )
• ここにとりあげた研究は，産業革命期およびそれに

つづくチャ一デイストめ時代fcおける炭坑労磡者6 状

德および組織がんするもので、ある。従来，皮垅労働

渚の迩勁に:oいてば，炭坑集そめものが，地上から隔

絶された環境のなかセ# まれるために，労働渚の状態

および組織に'o いで毛史料がき菸めtJ限定されそおり，

そのためにレ: £ め嵇の研究も年代的な史実©忠実な描

ザに終V て^、て，組織の状態について.も必ずしも明ら

かにされなかづた。ごのような傾向にたいして，本書

は，'ァ力デ.4 ダクか协究に.ふさ.わし.く‘, :通説にたいし

て厳密な批判を加えている点が印象的である。

しばしば指摘されるように，イギリス勞慟組合の創

草期には，大別して三つの型の組合が形成されつつあ

ったといわれ葸。ひとつはいうまでもなくイギリス资

木主義に铤統的なクラフト• ュ；オンであり, 5 年な

いし7 平を哿通とするところの畏期の徒弟修業,共済

飢合制度およぴクローズド* ショップ带|をもっセ，18
丨丨丨ニ紀から1 9世紀にかけて牢固たる逛盤^ 築い'たとこ

ろの組合奴であり，1 9世紀前半期における.クラフト*
ュニォンを代表するものとしそ，しばしば，機械工組

合があげら；H•るのであるが，実は必ずしも£ れが典型

的なものとはいえないのであって，例えば,このほか

にX <知られたものとしては，古い歴史を誇るところfl)
のブヲシュ製造エ、(brushmakers) の組合などが忘れら 

れてはならない。このようなクラフド*ユニオンに比 

較するならば，炭啟労働組合や手織労働組合は，そめ 

桃造，機能および政法‘や瑰論の而でまととに対照的な 

件:格をもっているととが明らかであろう。そこでここ

では，この三者について，上記(0 研究を細しつつ , 
検射することにしよう。

( 2 )
. . .パ.. :. . ，' . :  ̂ I ,

クラフト.ユニオンを特徴づけるととろの茁敗な政 

策は，まず愤默と.し't ：C>r狡り步き丄:(tr^te.upi6nt.rainp) 
でぁり，つぎf e疾病銮金，,典済金靡制度を中心とする 

共济制度，そして厳逍な入職制度を中心とする労働力 

統路であるi ところがこれに反して识洸労働者や手織 

エの組合は； .ん:、わゆ*る’'^般組舍 (general union). .と■し 
て，ごうした政策がきわめて不徹底であ‘るかもしくは 

全く欠いてぃ知とぃうととろに決矩的な恙興がみられ 

たのである。 .
《組合の成り立ち》 炭坑夫の場合，企国的な紙合の 

成立:は, 1842年 1,1月，休al<efi61dにおぃて成立f こ 

英国炭坑夫辑合.:（Minoi  ̂ Association of Great Britain 
and I r e la n d .■以卞M AGBと略称) であ4 て，それは 

逢さしくその規模, 構造およびそれをつくり出し:域 

図におぃて，近代的なイギリス梦働組合の典型であり， 

全国的労働組合の概念が定着したととろの1830年代 

に結成された「速合王闺全紡癀エ組合」(Grand General 
Union of All Oporalivo Spinners of the United Kingdom； 

C1831年まセ〕, 建龛：C紐 合 (Operative Builders Union 
.〔1834 印- ま■で〕，；Grand National Consolidated Trades 
Union〔1834年め数ヶ月〕などとならんで，全国|ごまた 

がる—般組合© 典型であった。しかしながら，これら. 
の組合が，•指導理念の欠如，各地方問の利益の衝突お； 

よび資本め庄迫などによって，畏ぐて3ハ4 部 , 短ぃ. 
ものは右ずか数；月しが存続しえなかったのに反し，

设坑夫組合は稀にみる永続性と戦陳的な力®そして紅 

織力を保持し，のちの炭坑料合運動の先駆を成すとぃ 

ケ歴史を突先たとこちのものは，た と え ば Robert 
0 \v e n の指導した^:ころのGrand National.」が，'':ゆ,♦ 
ぃ迚合体—(federation)であったのにたぃレ, 代_制を 

中心とするとどろの逾固な中央染權的な組織であって,. 
それMよっ*t 行使きれる榷限左ぃうものは, 通常6 ヶ 

月ごとに妇集されるところの企国代表者会議によって 

付か多れ, 日常活動は執行委員焱によって管现ざれる. 
という組織の卓越した点によるのであった* (R. Chal- 
linof and B. Rij>loy, ibid., pp.7-^8)* しかし'そ*れはすセ 

に措摘しナこように，一般組合であり，その腺りにおい.

注（1 〉 William Kidder, The Old Trade Unions, from Unprintcd Records of the Brushmakei^, 1930，Londdm
QB(l048)----- -

て Miners u n io nというものは， クラブト•江 -ヒオ ソや臾 物給与 制度（む_  system) および翁力制度 

や共済組合と興なって特殊な丨丨的《0 たS の一*時的な手（butly-g>stbrti) あるいは別企制成などが様々め阻辑的 

段としそ考えられており，命_ 行為rやそめ他め手後に澳因となぅそあらわれためであって，このような前近 

よって，その丨:丨的とするところが违せられfc場合にぼ, 代的逍制なV、し労働志の闭鈷を妨げる要闪をとり除く 

解散ナ^)のがつねであって, . あたかも大祀期におけることがまず労働速動の諫勉•としてとりあげられだめで 

如が国の労働m 合にもこのような争議_的翦素がみ;ら. あった。 ，

れだビとは往n丨されてよい。炭坑労働組合が，£•のよ 

ダな組織上め初坳的性格を脱しよ5 として努力しつつ 

あったにしても，そめ組撳的永綠座とい、もめの確立 

は実に容易't?はをがづた匕とがうががわれよう。

これに比較するなら:ば,ダラブト•ユニォンはまこ 

とに強_1な跑礎をi っていた6 ク9 ブト•ュニオンが， 

その如占的な政策によってその経済的諸権利を擁護し 

ためにf c いし，も 5 した生活防衛の手段を欠いてい於 

炭坑夫の組合は, 勢い政治的改革運動に熱心でぁり, 
仕事の保障夺最低饺釜o 雄保をめ衾しでチャ- デ ;f ス 

• ト迤f M 結集した。むの研究がrチャーチィストめ時 

代におけるびとつの労锄組合」.という副翹がついてい 

’るのは.'その .た .めセ本っ .で，..オ.コ ...シ.ナ— (Peargus 
O'Conhbr):いわがる実力派^装カ派 .'(Physical. forCe) 
の強力知部隊を形成した。こめ場合, 炭坑夫たちは, 
熱心なチャ“テイストとしでは，つぎの3 つのグルー 

プにわけられるすなわち , ①まず讀1 に，チャーデ 

ィズムから組合に入ってきた者,②炭坑夫の労働条件 

を改善しようとする一定め自的をもって出発したが，

''關争め過程でよ広い.社会的な意義’(social implication) 
をみるに至り，やがてその地平をひろげて政治的の批 

判にまで達U たもの，③さらにチャーテイズム迖共鳴 

した炭坑夫のなかにはI 政治的な関心かちよりも,雇 

生にたいする反抗 (1•ぬe i l i d n )の意味で，その運動に 

加わった者ももったといわれる (p. 23)0
1842部のゼネ，チ)レ• スドライキはこうしたチャ， 

ティスト運動の盛り上りを背疑と’レX ; 炭坑夫組合■ 
(miners* association), 陶工組合（Potters，Union), 綿紡 

紙:!:組 合 （Cotton Spinners* Assoeiatidn),右 :C組合 

(Operative Stohemtifeon)，■金国印刷労働者速似(National 
Typographical Association), 述合プリ.ン卜.♦'力へ;？ X 製造 

エ糾合 (UniWd Flint Glass Makers，Society),蒸気機関 

.劍造:C糾合、(StQam-engiit6 Makers* Society).など<t>諸組 

合によって閊われたのであっで，こめ場合, 当然,彼 

ちの迪求は，货金，努働時肋をはじめとする労働条件 

の改# でち々たことはいうまでもないが,/各炭坑労働 

渚の階級的統一•を肋わ1る2K情として各坑め条件め差異， 

たとえば, 低对金瑕としての婦人，鬼帝労破)者め状態

従って，1842尔 ..irtindrs* association め成立は，虫.. 

としてさきにのベた封迚的捽钠の根強いノ ニサシバ—  

ラン.ド (Ndrthumberland)および..ダベラム(t)urMih) 

そしてヨーク、ンア(Yorkshire) 'の揩導者が丨1丨心となっ 

..た。. トーマス•，ホール.（Tlwnas. Hall),..ベンジ.ヤ::ミ'.ン‘ 

エムブル.トン（Benjamin. Emblcioh),5 ト.ミ“*へツ..フ*バ. 

.一 ソ (Toiflftiy HeDbil^n)らの沾勅は注1:1すべきものが.. 

も4 たが, とぐi t す逆なる休日/ としでのgeneral 

strikeをとがえ, 1 1?1の労锄の货金が紺合め驻金とし 

て寄きれねばならぬことをキ张したウィリアム•ベ 

ン ボ ク (WilliAn\ Beinb6W > と常任抱記として活蹯し， 

■いわゆる常任講師：(：full time lecturer) ’としてイ：ング. 

ランド北來部とヨークシアとを轱びつけるのに成功し 

たディヴィ夕ド• スウナロウ（DavM  S^&H6w ) め活動 

は偉大であゥた。 とのよ5 な:常任講師は， 1842年当 

時， 14人に達し， 有能な組織珩としてDerbyshi的， 

Staffordshire, tVales, Cumberland, Yolrl̂ shii'e および 

Scotlandに浸透し，組合員は1843 年当時|50,000に速 

しテこといわれる：（f>:.65) » が,くして/miners* assteidtion 

は，真の意味でめ全国組織として休故をととのえつつ 

あった。それでは具体的に，•この飢合はどのような機 

稱をもo てV、たのであろうか。

《組合の描造K 組合め憲法ともいうべき糾合銳約はs 
.ニュ“今ャズル会議で作成されたのであるが，それに 

よれぼ, 第，5 条は，各炭坑，济地区にあらゆるメンバ 

一のリズトを保管し, ’月々のバランス•シートを各役负 

に与先るこどを必要とすることを规宠し，第 7 条にお ' 
いては，各メンバ」は入会处として6 d, 会負証交付 

のために1 ペンス，さらヒ会奴としで週1 ぺンスを支 

払うこと。 また第1 0条によれば， こうして染められ 

た会奴のぅち，その半分は諸戏J丨丨をまかなうために， 

地方の組合支部に保钓され，残りの华分は本部会計に 

おくられるのが曾通であった。糾織上め問勉•としてば， 

執行婆員が講師として任命されることが多く，•その報 

酬は週 1 8 シリングから2 1 シリングをうけためで 

っf c V 洛1合員証をもつこどが泊放を意味していた肖時 

の状爐9 ながで，lectm‘e r の來す役割はきわめて大き 

かつtこのでもる。 彼らは1843尔 7 / j の 匕 一 中ャス.
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ルの代表茗会議にお,ぃて， 1 ヶ；] に 1 1 日なぃし2 週 

卯は仕取をしなければならなぃ，ことがきめられ，炭田 

の规校と0 欺に虑じて.，le c tu r e rをわり'あて，いかな 

る lec tu rerも 1 ヶ所fc 6 ヶ月以上とと’まってはなら 

なぃとされだのである。彼らの任免權は代表渚会議が 

もってぃたことがffi-诞である. lec tu rerの仕ilfのなが 

には, 坑夫や組合q 利寄にかんする情報の蒐集，とく 

に貨企や労働時間にうぃての統計などの資料の収集な 

ども含まれていた。すなわち le c tu r e rは，’労働組合 

の組織者であるのみならず, 成人麩育の tutor, 社会 

調査•表 ：，:(social invcstigatbr) や絲計学者としての役割 

を兼ねてぃた(pp. ?5—77>„
このようゐ:組織5者としての le c tu r e rの存在は，現 

在のわが国の労働運動.においでは欠:けておりン 日本_労 

働渾泐も，との库業苹命期の玛合連動から学、ぶべき多 

くのもの耷铋め:t ぃるょう匕思われる。じかし最後に 

近贺なもめは労働組合の政策であろうa '
《机合の政策把ょぴ鹎衔> 支部の役員は，侮週2 自 

、染まりV"会合毀.と.して各役員にたいし.1 .€ ペンスが支. 
■払われ:る9.’組合資料.■ (union documents)や蓝金 .(funds) 
は特別の筘の中に保管されそ<6箱?こは異なった3 個 

の錠があり，それぞれや鏈を主喪な役員のひとりひと 

.りかもつこ.と’とな..っでぃた。. .従って3 A 全部が集まつ 

たときはじめてこの筘はあけられるq であり',役員の 

欠席は罰余を戰せられたほどである（6 ベ?ノス）。組合 

A は第2 金腿日に耝合费を支払ったのであるが， 3 シ 

リングは卑合の基金のために，そしてあと2 ペンスな 

いし3 ペンスをH 炭計量人（checkweighnian) に支払っ 

たのである。こ:の checkweighm anという.のは, . 屈■主 
が，掘p れた石炭の蛩を資本の立場から評定して賃 

金決矩を行うの(こ対抗して，組合員の立場から正しく 

iit Hを箅定する萆門家であった。まことに興味深ぃと 

とは，当時, 雇主の労働^;にたぃする罰金制度とぃう 

ものがあった？：とはょく知られているが，組合内部に 

もつぎのょうなffij金規定があったこ とは注則こ値す 

る i .. . . \  _
1) 他人に喧_ をしかけた場合（18)。
2 ) 恶口を云ったり，みだらな言葉を吐いたりした 

とき> 1 件につき (6d ),
3 ) 呼って紺合の会合に出席したり,，時問前に表っ 

たりしたどき（l s 〉9
4 ) 糾合舄と.して狗來をう■ける.あちゆる訓令の:うつ 

しをもってぃかぃとき（6 d )a ,
.このように分働糾合が糾令貞にfji丨則を適州し，削金を

tif . ■
. .  . .  ■
課することについては不満が増大し，ひとつの庄制と 

して非難されながらも，师JEE下において炭坑夫の団結 

を固め* 規律を厳格f c し, JLつ志気を昂めるため丨こ用 

いられたのである(pp. 78—80)。
だがもっともIfi翦なこと は，年拘來契約 (yearly 

：b o n d )を中やとする労働条件の改善を約ぐる_ 争であ 

った• . 「炭坑主たちは， 兆同の行動のために定期的に 

余合を卵いて，たえず辑來を強化してきた。彼らは自 

由な人間が自分のところでどれくらい働いているがと 

いうこ'とをこの会合.で確認し， binding..の前 5, 6 M 
間前feなると，この自山な労働耑は解鹿される。そし 

/ で飢えに迫られてbinding1 morn丨ng......がくると，..どん

な条件-ででもうけいれるよ5 になる。と•，こへでも行く 

ごとができるという坑夫の権利と能力はきわめて限ら 

れたも<0であり• b in d in gは.一般坑夫を來縛するもの 

でもるの各な^)ず，..':全た煽動家= 運動家/ (紐itator) を 

しめ出すため丨こも「刹用きれたのである。, と、とろセその 

b o n d の特徴としては, ①，1 年の拘朿期間中，靡主は 

勝手に種々の名目で坑夫の賛金かち控除することがで 

きた。②搾取の強化にたいする抗議は，罰金の基準を 

たかめる <  とにょってにぎりつぶす。 ③ b on dを破る 

ならば， 3 ゲ月の処刑。④雇主のいかなる命令にも服 

従しなければならなV、。たとえば生命の危険を伴\場 

合があるとしても。 これに対し炭坑夫は， P. W. 
Robertaを弁護士とt て闘いをすずめ，bondのもとて* 
の最低貨金として26 s を支払うべきことを喪求し， 

■そめ保障がな.ければ i)ond .なるも.b は， 「纽餓を.も■っ 
て刑罰とするところの奴隸的な契約(“a slave bond to 
the penalty of —starvation”）_であ'る.と.:して告発し.たので 

ある. (pp. 94—97)。坑夫の抵抗の最大の拠点であった 

D urhamの運動は》 b o n d の規定する重い罰金に抗議 

し，その撤廃を喪求することと，雇主の計量制度の偽 

胁_他を暴露することに集注されたのである。

以上，：miners associa tionを中心と.す.も労働者の:生'. 
活時衛關争について著者ののべるところの要約を試み， 

たので务るが,組合の政策はたんにこのような受動的 

な侧而にはとどまらなかったことは注意されなければ 

ならない。前極的な政策として知られているのは,也 

産制限による炭伽のひき上げ,従づて貨企ひき上げ政 

策で，ある。：たとえばMonld.andめ 1.1の设坑に和いて*/ 
穷働者1 日1 人当りの採掘遛を'8 筘がら5. 5 箱に制限 

したととろ, 货金は3 s . が ら 3 s  4 d • に上# した。

その意味ではそれは成功したといわなけれをなちない 

P'，しかしそれはくまでも超えるととめできない眼

70(1050)
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界をもづていた。すなわち，組合員が丨；1制しX その採 

掘高を減らすことに成功したとしても，非組合員がこ 

'れを利用して惡用する場合はたち戈ちにしで伽丨格は下 

ったからである。また労働時間の制限は，生産最の制 

限すなわち賃金の制限と矛盾することとなる。搾取の 

ひどいところでは* 同額の貨金をがせぐためにも，よ 

り多くの時問働かねばならぬことになり, 労働時間問 

題は生産制限の問題と密接に関連するこどとなるので 

ある61:労働.渚階級にと:'っ.てもっと:も'JE大なとの問題 

か.，, 炭坑夫の場合，，:,.:も..つとも深刻なも.のと.して.あ’らわ. 
れざるを得なかった最大の瑰山tち.いわゆる納屋制度 

(butty sy stem )を媒介として炭坑资本は*，極端な能率 

主義的政策をと*)，坑夫同士の間の競争をあおり,そ 

の分裂• 支配の政策をほしいままにした結果であり，， 

そのために各炭坑地帯におL、て，戦術上の不一琢をみ 

ることがあり，. とくにストライキをめく、、づてはげしい 

論議が闘わされた6 その場合> 1 843年 1 月 2 日の 

Manchester ...でO集舍に.おいでは，..、週勞働日の差興か 

ら各地の条件の差異が考慮されたのである。.ョ一グシ 

ァにおいては炭坑夫は，週 2 t丨半働いたにすぎなかっ 

たのである。:
以上のよ.うI1こ，rniners* association .の政策は,'' ニ-•.方 

において生産制限政策と労働時間制限政策との結合に 

よって労働条件の改善および生活擁護の_ 争を荇うこ 

とによって，ストライ年敝術を回避しよ，うとした。' し 

かしながら，結局ストライキを問題にせざるをえなか 

つたのである。

:帮者の炭鉱労働運動についての分析は’，：史料的に十， 

分な把無と実証性がもっとも特徴的であり; 1 8 4 0 年 

以前の炭坑労働運動9 従来まで^nられなかった部分に 

ついて明らかにしている点は，学会にたいする大きな 

M献であり，,：.貴道で，あ，.る。 しか'しながら, . general 
union と.しての.miners’ association._ と Craft ur̂ ion :と. 
の対比が不充分であり，あ章りにも歴史的•叙述的で， 

理論的整備がき.わめて不徹底である点が惜しまれる。 

それにもかかわらず, この研究は, 最近めイギリX 労 

働運動史にかんする力作のひとつというべきであろう 

(1968, Lawrence and Wishart, London, pp. 266, .¥ 2, 520)
飯 田 鼎

アラン.バーチ著

『イギリス鉄鋼業経済史 .

一，匕八四尔〜 一*八七九年.I

Alan Birch !The Economic History of the 
British Iron and Steel Industry 1784〜1879: 
Essays in Industrial and Elconomic History with 
Special Reference to the Development of Techno­
logy1 Frank Cass and Co., London, 1967

☆

イギリスにおける鈇鏑業の權威ある研究として，.我 

々はT. S. A sh to nのもはや「山‘典」とさえ言い得る 

であろ.う.‘Iron and Steel in the Industi*ial Revolutioh1 
(1924, 2n&_ ed.：1951) と D. L ......Burn ...の. . ‘Economic:
History of Steelmaking 1867—1.93‘9’. （1 9 4 6 )を持っ， 

X い.る。 A sh to nの研究によって導かれる平代は, ''産.:. 
栗苹命の一応の完結を兑る1 9世紀纶ー • 四半期まで 

であり，B u r n の研究は6 0年代末からの鉄鋼槳f c 七 

を尚てている。

ますこ，近年 B u rnの研究と同等若しぐはそれ以上に 

研究渚に評細され用いられているところの，J. C.Carr 
& W. Taplin (Assisted by A. E. G. Wright) "History 

. of the British Steel Industry1 (1962)..も.ま，.た. Burn 
と同様に主として1 9 丨1L•紀第四. .四半期から現代に至 

るイギリス鉄鋼業の歴史について述べたもの!であるV .
ただ . B u r nの研究の方ははっきりと1867年以降RL 

つV、てのみ取り扱っているのに対し，Carr & Taplih 
は，P ro lo g u eとしてべッセマニ登場以前の製鉄梨につ

いて述べ，続 く 第 •部 （鏑への軾換1856年〜1875介.） 
で 6 0莨に亙って世紀第三• 四半期の製鉄業の発偎， 

技術の進屁について述べている。このCarr & Taplin 
の茗作の第一部は,勿論充分侬拠し得るものであり 

缩渚も丨:丨らの研究を推し進める上で世紀第三•四半期 

を検討する場合においでも何度も利爪さ、せていただい 

た。だが，やはり錬鉄時代から_鉄時代べの夜明けを 

迎える転換則を語る場合の技術的変革及びイギリスに 

特t / の生逆• 資本の集小をもたらさない発展を，.経営 

形態，资木の'Yf■在形態の問題点から探る盘味において 

残念ながら不充分であったとH わねばならなかった。

これには色ノ< M山はあろうが, Cart & T ap linの場 

合 1850年代末から1870年代初妞までの製鉄梁を一拙

S が
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